
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨   近畿各府県の社会教育委員をはじめ、社会教育関係者・社会教育に関心のある方

が一堂に会し、各地域における社会教育活動の実践や研究の成果について交流を深

め、今後の社会教育活動の一層の振興を図るとともに、時代の変化と社会のニーズ

に応じたこれからの社会教育のあり方について研究協議を行う。 

 

２ 研究主題  人がつながりあう地域をめざして 
       ～ウェルビーイングを高める社会教育のあり方～ 

 

３ 開 催 日  令和６年９月６日（金） 

 

４ 主  催  一般社団法人全国社会教育委員連合  近畿地区社会教育委員連絡協議会 

        京都府社会教育委員連絡協議会  京 都 府 教 育 委 員 会   

 

５ 主  管  近畿地区社会教育研究大会実行委員会 

 

６ 後  援  和歌山県教育委員会   大 阪 府 教 育 委 員 会   兵 庫 県 教 育 委 員 会   

奈 良 県 教 育 委 員 会   滋 賀 県 教 育 委 員 会    

         

７ 会  場  京都テルサ 

 

８ 参加対象  近畿各府県市町村の社会教育委員・社会教育関係者・社会教育に関心のある方 

 

９ 参 加 費  2,000円（資料代） 

 

10 大会日程 

 

9:40   開場・受付開始（京都テルサ ホール前ロビー） 
 

…………………………■ 全 体 会 ■………………………… 
 

       10:20   開会行事 

◇開会のことば  京都府社会教育委員連絡協議会副会長 

◇主催者あいさつ  近畿地区社会教育委員連絡協議会会長 

一般社団法人全国社会教育委員連合会長 

京都府教育委員会教育長 

◇祝     辞  京都府知事 

◇来 賓 紹 介 

 

 

令和６年度 

近畿地区社会教育研究大会［京都大会］ 
社会教育活動実践交流フォーラム・令和６年度京都府社会教育研究大会 

（きょうと地域創生府民会議協賛事業申請中） 

開催要項 

（予定） 



11:00  記念講演 

            演題  祇園祭「鷹山」196年ぶりの復活 ～人がつながり、想いをつなぐ～ 

            講師  山田 純司 氏（公益財団法人鷹山保存会 理事長） 

                      池田 有爾 氏（公益財団法人鷹山保存会 作事方棟梁） 

               鷹山保存会 囃子方の皆様          

 

12:20  閉会行事 

            ◇次期開催府県あいさつ  和歌山県社会教育委員連絡協議会会長 

            ◇閉 会 の こ と ば  京都府社会教育委員連絡協議会副会長 

 

12:30  【休 憩・移 動】 
 

…………………………■ 分 科 会 ■………………………… 
 

13:40   分科会（以下のとおり） 

 

15:40   終了予定 

 

 

11 分科会 京都テルサ（テルサホール・セミナー室・大会議室・中会議室・Ｄ会議室） 

第１分科会 テーマ 
地域と共に歩む社会教育 

～公民館活動を中心とした社会教育活動～ 

地域づくり
（社会教育施設

等の活用） 

 
【和歌山県】 

報告の 

要 旨 

少子高齢化による過疎化が進む太地町では、公民館を中心に学校や地域を

巻き込みながら、様々な活動が実践されている。地域社会の一員として、大

人からこどもまで太地町という郷土に愛着を持ち、暮らしていくための社会

教育活動を報告する。 

討議の 

ポイント 

・行政や地域団体とのつながりの中で地域社会の一員としての意識をどのよ

うに芽生えさせていくか。 

・地域の様々な人々や団体が連携・協働して地域社会をつくるために大切な

ことは何か。 

第２分科会 テーマ 地域おこし協力隊の活動から考える地域づくり 

地域づくり 
（地域創生・      

 コミュニティ） 

 

【兵庫県】 

報告の 

要 旨 

地域おこし協力隊の経験から、社会で役割を得て人の役に立つ喜びを知

り、地域づくりを仕事としてできれば継続できることを学んだ。 

地域の様々な場面で「担い手不足」が叫ばれる中、鍵となるのは「地域活

動条件の改善」ではないか。 

多様な人たちと関係性を作り活動の在り方を見直すために、社会教育の役

割はより重要となるであろう。 

討議の 

ポイント 

・多様な生き方や考え方を持つ人たちと、どのように関係性を築いていくか。 

・どのようにして地域活動への参画者を増やしていくか。 

第３分科会 テーマ 
あたたかい交流と思い出づくり 

～外国人と地域をつなぐ日本語教室の取組と広がり～ 

ボランティア 
 

【大阪府】 

報告の 

要 旨 

一人のボランティアによって運営され、地域に暮らす外国人が日本語を学

ぶだけでなく、安心して過ごせる場所となっている豊能町の日本語教室「と

よのにほんご」。外国人と地域とをつなぎ、誰もが快適で住みやすい多文化

共生のまちづくりをめざして取り組むボランティアの活動について報告す

る。 

討議の 

ポイント 

・ボランティアが多文化共生のまちづくりに果たす役割について。 

・ボランティアと行政や他団体等とのつながりを増やすにはどうすればいい

か。 

・地域のボランティアを発掘・育成するための工夫や課題について。 



第４分科会 テーマ 
櫟本の挑戦 

～子どもたちのためにあなたはナニをする…？～ 

学校･家庭･
地域の協働 

 
【奈良県】 

報告の 

要 旨 

櫟本こども夢応援プロジェクトは、「子どもたちは地域の宝物」という基

本理念に基づき、「健やかな成長」と「将来の目標づくり」のために地域一

丸となって子どもたちを応援している。町の力で将来町の力になる子どもを

育むため、地域がつながりあう活動を充実させ、子どもの学ぶ意欲の向上と

居場所づくりを目指している。地域が主体となって運営する「子どもたちの

学力向上のための事業」・「子どもたちと地域住民のコミュニケーションを

図る事業」・「子どもたちの夢をつなぐ事業」について報告する。 

討議の 

ポイント 

・持続可能な自立した運営をすすめるにはどうすればよいか。 

・子どもたちの笑顔のために、健やかな育ちのために、自分たちがつながり

あう仕組みづくりをいかに楽しんでおこなえるか。 

第５分科会 テーマ 
地域をひとつの家族に！ 

～大人と子どものつながり キーワードは適度な距離感～ 

人権教育 
 

【滋賀県】 

報告の 

要 旨 

「美松台女性連絡協議会」略称「美女連」。子どもたちが気兼ねなく集える

放課後の居場所づくりに取り組む女性組織。取組では地域の老若男女が適度

な距離感で「つながる」ことを視野に入れ模索を重ねている。分科会では 、

絶えず変化する地域コミュニティの在り方をグループの活動を通して考え

たい。 

討議の 

ポイント 

・地域コミュニティづくりにかかせない子どもとのつながりについて、世代

ごとのポイントと課題 

・子どもたちそれぞれの悩みに寄り添うための距離の取り方（プライバシー

と人権） 

※各分科会の会場については、８月に配付予定の参加証と併せて、市町村教育委員会に送付します。 

※この研究大会につきましては「クールビズ」を実施しますので、御理解くださいますようよろし

くお願いします。また、御参加くださる皆様も、是非クールビズでお越しください。 

 

 

12 会場案内 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通機関でお越しの方 

●ＪＲ京都駅(八条口西口)より南 

へ徒歩約 15分 

●近鉄東寺駅より東へ徒歩約５分 

●地下鉄九条駅４番出口より西へ 

徒歩約５分 

●市バス九条車庫南へすぐ 

 

自家用車・マイクロバスでお越しの方 

●名神京都南インターより国道１号 

北行き市内方面へ、九条通を東へ、 

九条新町交差点を南へ 

●有料駐車場が地下に 180台あり 

・最初の１時間 440円 

その後 30分ごとに 220円加算   

・8:00～22:00の駐車料金が上限、

1,700円になっています。 

●マイクロバス用屋外駐車場 

・一日 1,700円 

 

※満車の際は御利用頂けない場合も 

あります。 

住所：京都市南区東九条下殿田町 70番地 

（新町通九条下ル 京都府民総合交流プラザ内） 

電話：075－692－3400 FAX：075－692－3402 



13 参加申込 

 ◇ 参加者は、次の「参加申込票」に参加費（2,000円）及び弁当代（1,000円、希望の方のみ）を

添えて、６月 28日（金）までに各市町村教育委員会に提出してください。 

    

 ◇ 各市町村教育委員会は、「参加申込票」及び参加費・弁当代を取りまとめて、７月５日（金） 

までに、各府県教育委員会生涯学習・社会教育主管課宛てに送付してください。 
 

 ◇ 各府県教育委員会は、参加を取りまとめ、参加申込総括表（別様式）を７月 12日（金）必着で     

大会事務局宛てに送付してください。参加費及び弁当代については、大会事務局が指定する銀行

口座に振り込んでください。振込手数料については、申込者で御負担いただきますようお願いい

たします。 

なお、参加費及び弁当代については、天候不順等による中止時を含め、参加申込み後は返金で 

きません。欠席の方の資料・弁当は、市町村単位で大会当日に代理の方が必ず受領してください。 
 

 ◇ 参加証と弁当引換券及び分科会会場案内は、大会事務局から各府県教育委員会を経由して各市

町村教育委員会へ送付します。 
  

◇ 宿泊につきましては、各参加者で会場近隣のホテル等を御予約下さい。 

 

 

令和６年度近畿地区社会教育研究大会〔京都大会〕参加申込票 

（ふりがな） 

名 前 
 

所属名  

職 名  

希望分科会 

（分科会番号を記入） 

第 1希望  
昼食弁当

申込 

要 ・ 不要 

（1,000円） 

（いずれかを〇で囲んでください） 第 2希望  

大会参加方法 

1  公共交通機関 

2  貸切バス・マイクロバス（公用も含む） 

3  自家用車（公用も含む） 

配慮が必要なことが

ありましたらお書き

ください。 

盲導犬同伴、車いすを利用、手話通訳希望 など 

 
＊「所属名」は、市町村名、課名等を記入してください。 

＊「職名」は、社会教育委員、社会教育課長、社会教育主事等を記入してください。 

＊「希望分科会」は１～５の分科会番号を記入してください。なお、会場の都合等により第２希

望となる場合もありますので、あらかじめ御了承願います。 

＊「昼食弁当申込」は、要・不要について、〇印を記入してください。 

＊「大会参加方法」は、１～３の該当の番号に、〇印を記入してください。 

＊可能な限り公共交通機関を御利用ください。  

  ＊当日の午前６時の時点で、気象庁より「京都市」に特別警報または暴風警報が発表されている

場合は、大会を中止します。（午前６時以降に警報が解除された場合についても中止。）な

お、午前６時以降に警報が発表されても開催する予定ですが、開催が 

困難で、急遽中止をすると主催者が判断した場合のみ、京都府教育委 

員会社会教育課ホームページで情報提供をしますので御確認ください。 

 

 

 

 

 

 

令和６年度近畿地区社会教育研究大会〔京都大会〕事務局 

（近畿地区社会教育委員連絡協議会事務局） 
〒602-8570 京都府京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 

京都府教育庁指導部社会教育課内 

電 話 075-414-5887  ＦＡＸ 075-414-5888 

（いずれかを〇で囲んでください） 

気象庁ホームページ 
２次元コード 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 


